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５－１．都市機能誘導区域の設定方針 

５－２．都市機能誘導区域の設定箇所 

５－３．誘導施設の設定方針 

５－４．誘導施設の設定内容 

５－５．誘導施設に係る届出制度 

第５章 

都市機能誘導区域・誘導施設 
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本章では、都市機能を誘導するために拠点毎に設定を行う都市機能誘導区域について整理し

ます。また、それらの各都市機能誘導区域にて維持・誘導すべき施設について整理します。 

 

 

 

（１）都市機能誘導区域設定の基本的な考え方 

   都市機能誘導区域は、福祉・子育て・医療・商業等の様々な都市機能増進施設について、都

市の拠点となる地区に誘導・集積させることにより、各種サービスの効率的な提供を図り、住宅の

立地の適正化が効果的に進むよう定める必要があります。 

   「立地適正化計画作成の手引き（国土交通省）」では、都市機能誘導区域の望ましい区域像と

して、以下の考え方が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５章 都市機能誘導区域・誘導施設 

５－１ 都市機能誘導区域の設定方針 

■ 都市機能誘導区域の望ましい区域像（立地適正化計画の手引き等より引用） 

（望ましい区域像） 

・各拠点地区の中心となる駅、バス停や公共施設から徒歩、自転車で容易に回遊することが可

能で、かつ、公共交通施設、都市機能施設、公共施設の配置、土地利用の実態等に照らし、

地域としての一体性を有している区域 

（定めることが考えられる区域） 

・鉄道駅に近い業務、商業等が集積する地域等、都市機能が一定程度充実している区域 

・周辺からの公共交通によるアクセスの利便性が高い区域 

■ 都市機能誘導区域と他の区域との関係性 

立地適正化計画区域 
＝都市計画区域 

※本市の場合は全域 
市街化区域 

居住誘導区域 

誘導施設 

出典：国土交通省資料(一部加工) 

都市機能誘導区域 
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（２）本市の都市機能誘導区域の設定方針 

   前項の都市機能誘導区域の設定の基本的な考え方を踏まえ、本市における都市機能誘導区

域の設定方針を整理します。 

 

 １）都市機能誘導区域設定の視点 

本市での都市機能誘導区域の設定箇所としては、第３章の３－２．拠点の設定方針で設定し

た以下の拠点とします。なお、暮らしの小拠点のうち、手賀近隣センター付近については、市街

化調整区域に立地しているため、都市機能誘導区域の設定はできませんが、別に定める都市

計画マスタープランで位置づけ、手賀近隣センターを中心として地域特性を踏まえた機能の誘

導を図り、地域の生活機能の確保に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 本計画での拠点設定箇所（p.24 再掲） 

■ 将来の骨格構造における拠点設定箇所（p.24 再掲） 

拠 点 設定箇所 

都市拠点 
（２箇所） 

①柏駅周辺 

②柏の葉キャンパス駅周辺 

ふれあい交流拠点 
（１箇所） ①沼南支所周辺 

生活拠点 
（８箇所） 

①柏たなか駅周辺 ②豊四季駅周辺 ③北柏駅周辺 ④南柏駅周辺 

⑤新柏駅周辺 ⑥増尾駅周辺 ⑦逆井駅周辺 ⑧高柳駅周辺 

暮らしの小拠点 
（７箇所） 

①西原近隣センター付近 ②松葉近隣センター付近 

③豊四季台近隣センター付近 ④新田原近隣センター付近 

⑤南部近隣センター付近 ⑥光ケ丘近隣センター付近 

⑦手賀近隣センター付近  
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拠点分類ごとの都市機能誘導区域の設定の基本的な考え方は、以下のとおりです。これらの

考え方とともに、各拠点の特性や用途地域の指定状況等を考慮しながら、都市機能誘導区域

の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都市拠点】 

〇都市拠点は、市外も含めた広域から多くの人が訪れる非日常的な場としての役割を担う必要があ

るため、多様な都市機能の集積が可能となるよう、駅付近にてまとまって指定されている商業系用

途地域を包括するように設定するとともに、既存の計画（中心市街地活性化基本計画、柏の葉国

際キャンパスタウン構想等）の将来展望等も考慮の上、区域を設定 

【生活拠点・ふれあい交流拠点】 

〇生活拠点は、鉄道駅の拠点性や交通結節点の利便性向上を目指し、駅への求心性を高めるた

め、市街地開発事業の進展や、民間の複合機能ビルや店舗事務所の合築等を機会とした誘導施

設の誘導や、既存の都市機能を維持する観点で、駅周辺の用途地域の土地利用誘導を考慮して

区域を設定 

○ふれあい交流拠点は、沼南支所を中心としたエリアにて設定するとともに、大津ケ丘団地の中心エ

リアに指定されている商業系用途地域も包括する区域を設定 

【暮らしの小拠点】 

〇近隣センター付近のバス停を中心とした一定のエリア内（半径 300m）を小さな核として、特に、介

護福祉機能、子育て支援機能に特化した誘導施設の立地誘導や、住居系用途地域を中心に、各

種施設の現在の立地状況や、地域での交流や高齢者住宅系施設のバス交通の利用に配慮し、包

括して幅広に区域を設定。なお、暮らしの小拠点７箇所のうち、手賀近隣センター付近は市街化調

整区域のため、都市機能誘導区域としては設定しません。 
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  前項の設定方針を踏まえ、本市の都市機能誘導区域は以下のとおりとします。 

 

 

 

  

５－２ 都市機能誘導区域の設定箇所 

■ 都市機能誘導区域（全体図） 

都市機能誘導区域 合計面積 ： ５１０.７ｈａ 
【参考】居住誘導区域 合計面積 ： ４,３７８ｈａ 

・都市拠点：半径１km 
・生活拠点・ふれあい交流拠点：半径 800m 
・暮らしの小拠点：半径 300m 



第５章．都市機能誘導区域・誘導施設 

46 
 

第

１
章 

第

２
章 

第

４
章 

第

３
章 

第

５
章 

第

６
章 
第

７
章 

第

８
章 

参
考
資
料 

 

 

【都市拠点】柏駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・柏駅周辺は、「中心市街地活性化基本計画」の区域と、柏市役所周

辺の区域を設定します。 

 

 

 

 

 

   

  

都市機能誘導区域面積 ： ９６．０ｈａ 
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【都市拠点】柏の葉キャンパス駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・柏の葉キャンパス駅周辺は、駅周辺の商業系用途地域を中心とした

区域や、「柏の葉国際キャンパスタウン構想」の公・民・学の連携による

まちづくりの推進に必要となる都市機能の誘導を図る区域を設定しま

す。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： １２６．０ｈａ 
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【ふれあい交流拠点】沼南支所周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・沼南支所周辺は、一定の都市機能が集積している支所を中心とした

一体のエリアの区域や、大津ケ丘団地での居住誘導及び都市機能誘

導の検討も考慮して、団地中心地で指定されている商業系用途地域

及びその周辺も含んだ区域を設定します。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： ３５．９ｈａ 
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【生活拠点】柏たなか駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・柏たなか駅周辺は、柏北部東地区の土地区画整理事業によるまちづ

くりと併せて、本地区に必要な都市機能の誘導を図るため、駅周辺の

商業系用途地域を中心とした骨格となる道路の沿道に区域を設定し

ます。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： ３８．２ｈａ 
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【生活拠点】豊四季駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・豊四季駅周辺は、駅周辺の商業系用地域及びその周辺に生活利便

施設集積の誘導や維持を図るため、区域を設定します。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： １０．０ｈａ 
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【生活拠点】北柏駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・北柏駅周辺は、北柏駅北口地区の土地区画整理事業によるまちづくり

と併せて、駅周辺の商業系用途地域を中心として、生活利便施設集

積の誘導や維持を図るため、区域を設定します。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： ３８．５ｈａ 
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【生活拠点】南柏駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・南柏駅周辺は、土地区画整理事業区域の施行完了区域に生活利便

施設集積の維持を図るため、区域を設定します。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： ２９．１ｈａ 
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【生活拠点】新柏駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・新柏駅周辺は、駅東側にて指定されている商業系用途地域や、中高

層の住宅がまとまった区域の都市機能の維持を図るため、区域を設

定します。 

 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： １６．７ｈａ 
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【生活拠点】増尾駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・増尾駅周辺は、駅周辺の商業系用途地域や東口へ向かう駅前通り

(ほのぼの通り)等に生活利便施設の維持・誘導を図るため、区域を設

定します。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： １１．３ｈａ 
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【生活拠点】逆井駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・逆井駅周辺は、駅へ向かう道路の沿道の第一種住居地域を中心に生

活利便施設の維持を図るため、区域を設定します。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： ５．６ｈａ 



第５章．都市機能誘導区域・誘導施設 

56 
 

第

１
章 

第

２
章 

第

４
章 

第

３
章 

第

５
章 

第

６
章 
第

７
章 

第

８
章 

参
考
資
料 

 

 

【生活拠点】高柳駅周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・高柳駅周辺は、商業系用途地域や第二種住居地域及びその周辺に

生活利便施設の維持・誘導を図るため区域を設定します。 

 

 

  

都市機能誘導区域面積 ： １３．６ｈａ 
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【暮らしの小拠点】西原近隣センター付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・西原近隣センター付近は、近隣センターを中心として指定されている第一種住居地域とともに、北側の江戸

川台駅へ向かう道路の沿道まで含めた区域を設定します。 

 

 

【暮らしの小拠点】松葉近隣センター付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・松葉近隣センター付近は、近隣センター付近にて一定の都市機能の集積が見られる商業系用途地域が指

定されている箇所を中心に区域を設定します。 

 

 

都市機能誘導区域面積 ： １７．６ｈａ 

都市機能誘導区域面積 ： １２．１ｈａ 
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【暮らしの小拠点】豊四季台近隣センター付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・豊四季台近隣センター付近は、近隣センター南側にて進めている団地建替えと併せた団地中心部にて区

域を設定します。 

 

 

【暮らしの小拠点】新田原近隣センター付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・新田原近隣センター付近は、柏駅と沼南支所周辺を結ぶ基幹的なバス路線が通過する道路の沿道(道路

の両側 100m)にて区域を設定します。 

 

 

都市機能誘導区域面積 ： ５．４ｈａ 

都市機能誘導区域面積 ： １５．３ｈａ 
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【暮らしの小拠点】南部近隣センター付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・南部近隣センター付近は、近隣センター等が立地する南部公園及び南部体育館周辺を中心に区域を設定

します。 

 

 

【暮らしの小拠点】光ケ丘近隣センター付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （区域設定の考え方） 

  ・光ケ丘近隣センター付近は、光ケ丘団地及びその周辺を中心に区域を設定します。 

 

都市機能誘導区域面積 ： １２．７ｈａ 

都市機能誘導区域面積 ： ２６．７ｈａ 
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（１）誘導施設設定の基本的な考え方 

   誘導施設とは、「都市機能誘導区域ごとに立地を誘導すべき都市機能増進施設を設定」するも

のとして、都市再生特別措置法に規定されています。 

   第１１版都市計画運用指針では、誘導施設の基本的な考え方及び設定対象の例示として、以

下の内容が挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５－３ 誘導施設の設定方針 

■ 誘導施設の基本的な考え方・設定対象の例示（第８版都市計画運用指針より引用） 

ⅰ）基本的な考え方 

誘導施設は都市機能誘導区域ごとに立地を誘導すべき都市機能増進施設を設定するも

のであり、当該区域に必要な施設を設定することとなるが、具体の整備計画のある施設を設

定することも考えられる。この際、当該区域及び都市全体における現在の年齢別の人口構成

や将来の人口推計、施設の充足状況や配置を勘案し、必要な施設を定めることが望ましい。 

ⅱ）誘導施設の設定 

誘導施設は、居住者の共同の福祉や利便の向上を図るという観点から、 

・病院・診療所等の医療施設、老人デイサービスセンター等の社会福祉施設、小規模多機能

型居宅介護事業所、地域包括支援センターその他の高齢化の中で必要性の高まる施設 

・子育て世代にとって居住場所を決める際の重要な要素となる幼稚園や保育所等の子育て

支援施設、小学校等の教育施設 

・集客力がありまちのにぎわいを生み出す図書館、博物館等の文化施設や、スーパーマーケ

ット等の商業施設 

・行政サービスの窓口機能を有する市役所支所等の行政施設 

などを定めることが考えられる。 

 



第５章．都市機能誘導区域・誘導施設 

61 
 

第

８
章 

第

１
章 

第

２
章 

第

４
章 

第

３
章 

第

５
章 

第

６
章 

第

７
章 

参
考
資
料 

   また、 「立地適正化計画作成の手引き（国土交通省）」では、拠点毎の特性に応じて求められ

る機能を整理の上、誘導施設を設定することが望ましいものとして、以下の例示が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考】施設立地に対する市民ニーズについて 

 

 

 

  

■ 拠点類型毎において想定される各種の機能（立地適正化計画の手引きより引用） 

・誘導施設の設定にあたり、各種施設の種類と立地に対して、市民の皆さまがどのようなニーズをお持

ちなのかという点について概況を把握するため、アンケート調査を行いました。 

①高齢者の増加や郊外の人口減少に対する影響 

・今後の全国的な高齢者の増加や郊外における人口減少が見込まれる中での心配に思う事を確認し

た所、「身近なスーパーや診療所等が減ること」及び「バス路線等が削減され、子供や高齢者等自家

用車を利用できない人の移動が不便になる」の２つについての心配が多い結果となりました。 

・身近な施設や公共交通等の維持について、非常に高い関心を持たれています。 

50％

53％

37％

27％

6％

1％

46％

47％

34％

32％

11％

2％

46％

45％

30％

32％

13％

1％

％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

近くのスーパーや診療所などが減る

バス路線などが削減され、子供や高齢者など

自家用車を利用できない人の移動が不便になる

空地や空家が増加し、地域コミュニティーの

衰退、防犯面や雑草などの生活環境が悪化する

社会保障費の増加により、市民へ行政サービス（建築

物の改修や道路・公園の維持管理など）が低下する

特に問題は生じない

その他

20～30代 40～50代 60歳以上 (回答者数=558人、複数回答可) 
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②柏市に求めるまちづくり 

・今後見込まれる高齢者の増加をはじめとした課題に対応していくために、柏市に求めるまちづくりを確

認した所、全体的には、「生活の利便性向上のため、住まい周辺にスーパー・診療所・銀行等の適正

な配置」について一番多くの回答がありました。次いで、「中心部へのアクセス（交通手段での連絡）を

容易にするため、路線バス・道路などの充実」の回答が多くあり、この回答からも、身近な施設や公共

交通に対する関心が高いことが確認できました。 

・年齢別に確認すると、２０～３０代の回答では、「中心部へのアクセス（交通手段での連絡）を容易にす

るため、路線バス・道路などの充実」が一番多い回答であり、また、６０歳以上の回答では、「生活の利

便性向上のため、住まい周辺にスーパー・診療所・銀行等の適正な配置」が一番多い回答でした。 

 

③「最寄りの鉄道駅周辺」「住まいの周辺」で特に必要な施設 

・「最寄りの鉄道駅周辺」、また、「住まいの周辺」で特に必要と思われる施設をそれぞれ確認しました。 

・「最寄りの鉄道駅周辺」については、「デパート・ショッピングモール」が一番多く、次いで、「総合病

院」、「スーパー」が挙がっています。 

・「住まいの周辺」については、「スーパー」が一番多く、次いで、「コンビニエンスストア」、「診療所」が挙

がっており、施設それぞれの立地に対するニーズを確認できました。 

 
 
 

27％

40％

38％

27％

30％

19％

3％

27％

29％

38％

23％

30％

27％

4％

18％

31％

43％

21％

24％

30％

5％

％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

市の活性化ため、柏駅、柏の葉キャンパス駅

地区の中心へのショッピングモール等の誘導

中心部へのアクセス（交通手段での連絡）を

容易にするため、路線バス・道路などの充実

生活の利便性向上のため、住まい周辺に

スーパー・診療所・銀行などの適正な配置

生活環境を保全するため、空き地の地域利用促進や空き家

の住みかえ支援など、ゆとりある住環境形成の推進

高齢者が安心して暮らすため、サービス施設

の適正な配置

子育て世帯を支援するため、保育園、幼稚園

などの支援施設の適正な配置

その他

20～30代 40～50代 60歳以上

54％

29％

15％

11％

32％

7％

4％

27％

14％

20％

11％

9％

11％

3％

2％

10％

66％

35％

12％

24％

32％

8％

11％

23％

3％

10％

11％

1％

5％

2％

％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％

デパート、ショッピングモール

スーパー

コンビニエンスストア

保育園、幼稚園等の

子育て支援施設

総合病院

診療所

高齢者介護施設

（通所施設・訪問施設等）

銀行、農協、信用金庫

郵便局

市役所（本庁舎、支所）

市役所（出張所）

図書館

ホール等の文化会館

近隣センター、集会所

その他

最寄の鉄道駅周辺 住まいの周辺

(回答者数=558人、複数回答可) 

(回答者数=558人、複数回答可) 
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（２）本市の誘導施設の設定方針 

   前項の誘導施設設定の基本的な考え方等を踏まえ、本市における誘導施設の設定方針を整

理します。 

 

 １）都市機能毎に必要とする役割と対象施設 

柏市において、市民の利便性を高める上で必要とする都市機能毎の役割と対象施設を整理

すると、以下のとおりです。 

 

 

 

  

都市機能 必要とする役割 対象施設 

行政機能 
・市の中核となる行政機能 

・地域の行政窓口機能 

■ 市役所（本庁舎） 

■ 市役所（支所） 

介護福祉 

機能 

・介護福祉の拠点となる機能 

・日常の介護や看護のサービスを受け

ることが出来る機能 

■ 地域包括支援センター 

■ 在宅医療・介護サービス拠点施設 

■ サービス付き高齢者向け住宅 

■ 通所系施設 
（通所介護(デイサービス)、通所リハビリ
テーション(デイケア)、認知症対応型通
所介護等） 

■ 訪問系施設 
（訪問介護(ホームヘルプサービス)、夜
間対応型訪問介護、訪問入浴介護、
訪問看護、訪問リハビリテーション、定
期巡回・随時対応型介護看護等） 

■ 短期入所系施設 
（短期入所生活介護(ショートステイ)、短
期入所療養介護(療養ショートステ
イ) 、小規模多機能型居宅介護） 

子育て 

機能 

・子育て世帯が必要な預かり等のサー

ビスを受けることができる機能 

■ 保育園 

■ 認定こども園 

■ 幼稚園 

商業機能 

・様々なニーズに対応し、一箇所にて

買い物、食事等を提供できる機能 

・日々の生活に必要な生鮮品等の買い

回りができる機能 

■ ショッピングモール系商業施設 
（百貨店・ショッピングモール等） 

■ スーパーマーケット系商業施設 
（スーパーマーケット等） 

■ コンビニエンスストア 

医療機能 
・総合的な医療サービスや日常的な診

療を受けることができる機能 

■ 病院 

■ 診療所 

金融機能 

・決済や融資などの有人窓口による金

融サービスを提供する機能 

・引出・預入ができる機能 

■ 銀行 

■ 郵便局 

■ コンビニエンスストア（ＡＴＭ） 

教育・文化 

機能 

・市民全体を対象とした教育文化サー

ビスの拠点となる機能 

・地域の教育文化やレクリエーション活

動を支える機能 

■ 図書館（本館） 

■ 文化会館 

■ 中央公民館 

■ 文化交流施設 
（ホール・公民館・近隣センター等） 

 

■ 都市機能毎に必要とする役割と対象施設 
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 ２）都市機能の誘導の前提 

前項に挙げた対象施設については、各施設の役割に応じて、拠点周辺に集まった方が良い

ものと、市内に分散していた方が良いものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市機能の配置検討では、各都市機能の対象施設について、 

 

 

 

の２つに大別した上での検討を行います。 

拠点集積型施設 
～都市機能誘導区域への 

集積が望ましい施設～ 

 

 多層的な考えにより配置を誘導 

✓ 都市機能誘導区域への集積が望ましい施設 

✓ 人口分布や地域区分に基づき適正に配置することが望ましい施設 

 

■ 都市機能の適正配置のイメージ 

適正配置型施設 
～人口分布や地域区分に基づき適正 

に配置することが望ましい施設～ 

 
施設の適正配置が 

なされていないと… 

⇒広範囲での自動車 
等による移動が必要 

 

施設の適正配置が 
なされると… 

⇒日常生活サービス 
機能を徒歩圏で 
享受でき、経済性・ 
効率性も高まる 
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 ３）拠点集積型・適正配置型の区分 

対象施設について、それぞれの特性や求められる役割、既存の立地状況等に応じて「拠点

集積型施設」と「適正配置型施設」に分類すると以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

  

都市機能 対象施設 
配置区分 

拠点集積型施設 適正配置型施設 

行政機能 
■ 市役所（本庁舎） ○  

■ 市役所（支所） ○  

介護福祉 

機能 

■ 地域包括支援センター ○  

■ 在宅医療・介護サービス拠点施設 ○  

■ サービス付き高齢者向け住宅 ○  

■ 通所系施設 
（通所介護(デイサービス)、通所リハビリテー
ション(デイケア)、認知症対応型通所介護
等） 

 ○ 

■ 訪問系施設 
（訪問介護(ホームヘルプサービス)、夜間
対応型訪問介護、訪問入浴介護、訪問
看護、訪問リハビリテーション、定期巡回・
随時対応型介護看護等） 

 ○ 

■ 短期入所系施設 
（短期入所生活介護(ショートステイ)、短期
入所療養介護(療養ショートステイ) 、小規
模多機能型居宅介護） 

 ○ 

子育て 

機能 

■ 保育園  ○ 

■ 認定こども園  ○ 

■ 幼稚園  ○ 

商業機能 

■ ショッピングモール系商業施設 
（百貨店・ショッピングモール等） ○  

■ スーパーマーケット系商業施設 
（スーパーマーケット等） 

○  

■ コンビニエンスストア  ○ 

医療機能 
■ 病院 ○  

■ 診療所  ○ 

金融機能 

■ 銀行 ○  

■ 郵便局  ○ 

■ ＡＴＭ  ○ 

教育・文化 

機能 

■ 図書館（本館） ○  

■ 文化会館 ○  

■ 中央公民館 ○  

■ 文化交流施設 
（ホール・公民館・近隣センター等） ○  

 

■ 対象施設毎の配置区分の整理 
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 ４）拠点毎の都市機能誘導の方向性 

前項での「拠点集積型施設」と「適正配置型施設」での分類を踏まえ、拠点毎の都市機能誘導の方向性を踏まえて整理を行うと以下のとおりとなります。 

 

 

 

 

  

位  置 都市拠点 ふれあい交流拠点 生活拠点 暮らしの小拠点 市内全域 
 ※左記拠点利用圏内も含む 

対象箇所 
①柏駅 ②柏の葉 

キャンパス駅 

①沼南支所 ①柏たなか駅、②豊四季駅、 

③北柏駅、④南柏駅、⑤新柏駅、 

⑥増尾駅、⑦逆井駅、⑧高柳駅 

以下の近隣センター付近 

①西原、②松葉、③豊四季台、 

④新田原、⑤南部、⑥光ケ丘、⑦手賀 

左記拠点の利用圏内も含めた 

市内全域 

都市機能の誘導 
の方向性 

・市内を牽引する拠点として、非日常機能は
優先的に誘導 

・拠点性の向上と強化のため、柏駅西口北地
区での市街地再開発事業や、柏の葉キャン
パス駅周辺の土地区画整理事業等のプロジ
ェクトと連携した都市機能の誘導を図る 

・南部の中心拠点として、支所を中心
に、日常生活に求められる機能を誘導
（生活拠点と同程度） 

・鉄道駅周辺にて効率性・交通利便性を
重視した日常生活に寄与する都市機
能を誘導 

・柏たなか駅、北柏駅については、土地
区画整理事業と連携した都市機能の誘
導を図る 

・左記拠点を補完する位置付けとして、
それら拠点の利用圏外にて、バス交通
網と、高齢者福祉・子育て等の地域の
日常生活に密着した都市機能を誘導 

・左記拠点のみへの誘導が馴染まない
施設であり、各拠点の利用圏内での立
地とともに、人口分布や地域区分に基
づき適正に配置する事が望ましい施設 

都
市
機
能 

行政機能    － － － 

介護福祉機能       

子育て機能       

商業機能       

医療機能       

金融機能       

教育・文化機能      － 

 

通所系施設（デイサービス等） 

図書館（本館） 

中央公民館 

文化会館 

市役所（本庁舎） 市役所（支所） 行政施設 

在宅医療・介護サービス拠点施設 

地域包括支援センター 

スーパーマーケット系商業施設 ショッピングモール系商業施設（百貨店等） 

病 院 

銀 行 

文化交流施設（ホール・公民館・近隣センター等）  

訪問系施設（訪問介護・看護等） 

短期入所系施設（ショートステイ等） 

保 育 園 

認定こども園 

幼 稚 園 

コンビニエンスストア 

診 療 所 

郵 便 局 

ＡＴＭ 

  ：拠点集積型施設 ：適正配置型施設 
■ 拠点毎の対象施設の配置の考え方 

サービス付き高齢者向け住宅 
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前項の誘導施設の設定方針を踏まえ、拠点毎の「誘導施設」を次ページのとおり設定します。 

   なお、各施設の定義については、以下のとおりです。 

 

  

５－４ 誘導施設の設定内容 

■ 各施設の定義 

機 能 施 設 定 義 

拠
点
集
積
型
施
設 

行政機能 

 地方自治法第 4 条第 1 項に規定する施設 

 行政窓口等の支所と同等のサービスを提供する施設 

 地方自治法第 155 条第 1 項に規定する施設 

介護福祉機能 

 介護保険法第 115 条の 46 第 1 項に規定する施設 

 
小規模多機能型居宅介護や 24 時間訪問介護看護(定期巡回サー

ビス)と柏市の在宅医療ネットワークが連携してサービスを提供できる
施設 

 高齢者の居住の安定確保に関する法律の基準により登録される施設 

商業機能 

 
大規模小売店立地法第 2 条第 2 項に規定する店舗面積 10,000 ㎡

以上の商業施設（共同店舗・複合施設含む） 

 
大規模小売店立地法第 2 条第 2 項に規定する店舗面積 1,000 ㎡
以上 10,000 ㎡未満の商業施設で、生鮮食料品を取り扱う施設 

医療機能  医療法第 1 条の 5 に規定する病院 

金融機能  銀行法第 2 条に規定する銀行 

教育・文化機能 

 柏市立図書館条例第 2 条第 1 項に規定する図書館 

 柏市民文化会館条例第 2 条に基づく文化会館 

 柏市公民館条例第 2 条に基づく公民館 

 
主に地区住民の交流を目的として、文化・交流の活動を支える集会

室等を有した施設 

適
正
配
置
型
施
設 

介護福祉機能 

 
老人福祉法及び介護保険法に定める施設であって、通所を目的と
する施設 

 
老人福祉法及び介護保険法に定める施設であって、訪問を目的と
する施設 

 
老人福祉法及び介護保険法に定める施設であって、短期入所を目

的とする施設 

子育て機能 

 児童福祉法第 39 条第 1 項に規定する保育所 

 
就業前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関

する法律第 2 条第 6 項に規定する認定こども園 

 学校教育法第 1 条に規定する幼稚園 

商業機能  
飲食料品を取り扱っており、売場面積 30 ㎡以上 250 ㎡未満で、営
業時間が 1 日 14 時間以上のセルフサービス方式の販売店(統計法

における基幹統計調査である商業統計調査での定義を適用) 

医療機能  
医療法第 1 条の 5 に規定する診療所のうち、内科・外科・小児科の
いずれかを診療科目としているもの 

金融機能 

 日本郵便株式会社法第 2 条第 4 項に規定する郵便局 

 
現金の引出・振込・預入について、無人のサービス対応が可能なＡＴ
Ｍ設置箇所（銀行ＡＴＭコーナー、コンビニエンスストア等) 

 
 

市役所（本庁舎） 

地域包括支援センター 

ショッピングモール系商業施設 

スーパーマーケット系商業施設 

病 院 

銀 行 

図書館（本館） 

文化会館 

中央公民館 

市役所（支所） 

行政施設 

文化交流施設 
（ホール・公民館・近隣センター等） 

在宅医療・介護サービス拠点施設 

通所系施設（デイサービス等） 

訪問系施設（訪問介護・看護等） 

短期入所系施設（ショートステイ等） 

保育園 

幼稚園 

認定こども園 

コンビニエンスストア 

診療所 

郵便局 

ＡＴＭ 

サービス付き高齢者向け住宅 
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【各都市機能誘導区域の誘導施設一覧】 
 

  ■「拠点集積型施設」に分類される施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「適正配置型施設」に分類される施設 

 

  

機 能 

施 設 

都市拠点 ふれあい交流 生活拠点 暮らしの小拠点 

柏駅 
柏の葉 
ｷｬﾝﾊﾟｽ駅 

沼南支所 柏たなか駅 豊四季駅 北柏駅 南柏駅 新柏駅 増尾駅 逆井駅 高柳駅 西原 松葉町 豊四季台 新田原 南部 光ケ丘 

 該当の中圏域 中央１・２ 北部１ 東部 北部１ 中央１ 北部２ 
中央１ 
南部２ 

中央２ 
南部１・２ 

南部１ 南部１ 東部 北部１ 北部２ 中央１ 中央２ 南部１ 南部２ 

行政機能 

 ○                 

  ◎                

   ○               

介護福祉機能 

 ○ ○            ○    

   ◎      ◎   ◎ ◎ ○ ◎  ○ 

            ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ 

子育て機能 （拠点集積型施設は無し）                  

商業機能 
 ◎ ◎                

   ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ (コンビニで補完) ○ ○ (コンビニで補完) ◎ ○ 

医療機能  ○ ○                

金融機能  ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ (郵便局で補完) ○ ○ ◎       

教育・文化機能 

 ○                 

 ◎                 

 ○                 

 ◎ ◎ ○ ◎        ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

機 能 

施 設 

都市拠点 ふれあい交流 生活拠点 暮らしの小拠点 

柏駅 
柏の葉 
ｷｬﾝﾊﾟｽ駅 

沼南支所 
周辺 

柏たなか駅 豊四季駅 北柏駅 南柏駅 新柏駅 増尾駅 逆井駅 高柳駅 西原 松葉町 豊四季台 新田原 南部 光ケ丘 

 該当の中圏域 中央１・２ 北部１ 東部 北部１ 中央１ 北部２ 
中央１ 
南部２ 

中央２ 
南部１・２ 

南部１ 南部１ 東部 北部１ 北部２ 中央１ 中央２ 南部１ 南部２ 

行政機能 （適正配置型施設は無し）                  

介護福祉機能 

                  
                  

                  

子育て機能 

 ◎ ◎  ◎ ◎ ◎ ◎ ◎     ○ ○   ○ 

            ◎  ○ ○   

                  

商業機能                   

医療機能                   

金融機能 
                  

                ◎  

教育・文化機能 （適正配置型施設は無し）                  

 

◎ ： 誘導施設に設定する （都市機能誘導区域内に立地していない、もしくはさらに誘導が必要なため） 

〇 ： 誘導施設に設定する （都市機能誘導区域内に既に立地しており、その維持を図ることを目的として） 

： 誘導施設に設定しない 

市役所（本庁舎） 

地域包括支援センター 

ショッピングモール系商業施設 

スーパーマーケット系商業施設 

病 院 

銀 行 

図書館（本館） 

文化会館 

中央公民館 

※７地域毎に１箇所程度 

※７地域毎に１箇所程度 

市役所（支所） 

行政施設 

文化交流施設 
（ホール・公民館・近隣センター等） 

※２０コミュニティ毎に１箇所程度 

通所系施設（デイサービス等） 

訪問系施設（訪問介護・看護等） 

短期入所系施設（ショートステイ等） 

保育園 

幼稚園 

コンビニエンスストア 

診療所 

郵便局 

ＡＴＭ 

在宅医療・介護サービス拠点施設 

サービス付き高齢者向け住宅 

認定こども園 
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   都市機能誘導区域外において、誘導施設を対象に以下の行為を行おうとする場合には、原則

として、届出が必要となります。 

この届出は、都市機能誘導区域外における誘導施設の整備の動きを把握するために行うもの

です。 

 

 【届出の対象となる行為】 

    都市機能誘導区域外の区域で、誘導施設を対象に以下の行為を行おうとする場合には、 

原則として、市への届出が必要となります。 

 

  （開発行為） 

 

 

 

  （開発行為以外） 

 

 

 

 

 

 

 

  ※都市機能誘導区域内でも届出が必要な場合がございます。 

 

 

５－５ 誘導施設に係る届出制度 

・誘導施設を有する建築物の建築目
的の開発行為を行おうとする場合 

■ 届出対象の区分（例：スーパーの場合） 

①誘導施設を有する建築物を新築し
ようとする場合 

②建築物を改築し誘導施設を有する
建築物とする場合 

③建築物の用途を変更し誘導施設
を有する建築物とする場合 

 

【トピックス】 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律案より（平成 30 年 4 月時点） 

都市機能誘導区域内において、当該都市機能誘導区域に係る誘導施設を休止・廃止しようと
する場合、市への届出制度も創出されます。 



 

 
 

 

 

 


